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岐
阜
県
知
事
が
揖
斐
川
町

春
日
地
域
を
視
察
さ
れ
ま

し
た

　

11
月
11
日（
木
）、
古
田
知
事
が
揖
斐
川
町

春
日
地
域
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
主
要
地
方
道
春
日
揖
斐
川
線
の

春
日
川
合
地
区
の
狭
小
区
間
を
視
察
さ
れ
、

岡
部
町
長
や
地
元
関
係
者
か
ら
は
早
期
の

改
良
要
望
を
し
ま
し
た
。

　

次
に
町
内
で
薬
草
な
ど
を
活
用
し
飲
食
・

加
工
販
売
を
行
っ
て
い
る
４
名
の
方
々
と
の

意
見
交
換
を
行
い
、
知
事
か
ら
励
ま
し
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に

期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
岐
阜
県
と
福
井
県
を
結
ぶ
国
道

４
１
７
号
冠
山
峠
道
路
の
令
和
５
年
開
通
見

通
し
を
受
け
て
、
岡
部
町
長
か
ら
、
福
井
県
、

隣
接
す
る
滋
賀
県
を
含
め
た
三
県
の
広
域
観
光

ル
ー
ト
の
構
築
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
し
た
。

広
域
観
光
ル
ー
ト
構
想
が
実
現
す
る
と
福
井

県
や
滋
賀
県
か
ら
の
交
流
人
口
が
増
加
し
、

町
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

冠
山
峠
道
路
の
早
期
完
成

を
要
望
し
ま
し
た

　

揖
斐
川
町
と
福
井
県
池
田
町
を
結
ぶ
国
道

４
１
７
号
冠
山
峠
道
路
に
つ
い
て
、
沿
線

市
町
で
構
成
す
る
期
成
同
盟
会
よ
り
、
岡
部

町
長
、
石
田
大
垣
市
長
、
佐
々
木
鯖
江
市
長
、

杉
本
池
田
町
長
の
４
市
町
長
が
、11
月
15
日（
月
）

に
財
務
省
や
国
土
交
通
省
な
ど
を
訪
れ
、

鈴
木
俊
一
財
務
大
臣
や
渡
辺
猛
之
国
土
交
通

副
大
臣
、
棚
橋
泰
文
衆
議
院
議
員
に
、
早
期

の
完
成
や
道
路
、
防
災
関
連
事
業
の
予
算

確
保
を
求
め
る
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
12
日（
金
）に
は
、
徳
山
ダ
ム
を

管
理
す
る
水
資
源
機
構
へ
岡
部
町
長
、
大
西

議
長
、
所
県
議
会
議
員
が
訪
れ
、
冠
山
峠
道
路

の
開
通
を
見
越
し
た
徳
山
ダ
ム
の
活
用
に

つ
い
て
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

冠
山
峠
道
路
は
、
令
和
５
年
中
に
完
成
し
、

完
成
す
る
と
揖
斐
川
町
と
福
井
県
池
田
町

間
が
50
分
短
縮
さ
れ
る
見
込
み
で
、
岐
阜
と

日
本
海
を
結
ぶ
新
た
な
ル
ー
ト
と
し
て
、

新
た
な
産
業
・
観
光
圏
の
創
出
や
、
物
流
に

よ
る
経
済
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

岐
阜
県
原
子
力
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た

　

11
月
20
日（
土
）、
28
日（
日
）の
２
日
間
に

分
け
て
、福
井
県
の
関
西
電
力
㈱
美
浜
原
子
力

発
電
所
で
の
事
故
を
想
定
し
た
原
子
力
防
災

訓
練
が
坂
内
川
上
地
区
と
健
康
広
場
な
ど
で

行
わ
れ
、
坂
内
川
上
地
区
の
住
民
、
岐
阜
県
、

美
濃
市
、
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
、
医
療
関
係

機
関
、
町
な
ど
約
５
０
０
人
が
訓
練
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

坂
内
川
上
地
区
は
、
原
子
力
発
電
所
か
ら

半
径
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
域
で
、国
が
定
め
る

「
緊
急
時
防
護
措
置
準
備
区
域（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）」の

エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
健
康
広
場
で

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
訓
練
の
実
施
、
川
上
集
会

場
で
屋
内
退
避
や
陽
圧
化
装
置
の
稼
働
、

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
・
服
用
な
ど
の
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
初
め
て
美
濃

市
へ
の
広
域
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
川
上

地
区
の
住
民
、
岐
阜
県
お
よ
び
美
濃
市
等
と

一
体
と
な
っ
て
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

い
び
プ
レ
ー
パ
ー
ク「
こ
ど
も

と
森
の
じ
か
ん
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た

　

11
月
27
日（
土
）谷
汲
緑
地
公
園
内
の
森
林

活
用
拠
点
施
設
で
、
い
び
プ
レ
ー
パ
ー
ク

「
こ
ど
も
と
森
の
じ
か
ん
」
が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
「
森
の
よ
う
ち
え
ん
体
験
イ
ベ
ン
ト
」と
し
て

開
催
さ
れ
た
こ
の
行
事
で
は
、
森
の
中
を

散
歩
し
た
り
、
た
き
火
に
あ
た
っ
た
り
、

ト
ン
カ
チ
を
使
っ
て
工
作
し
た
り
と
、
町
の

豊
か
な
自
然
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
活
発
に

森
を
駆
け
回
り
、
思
い
思
い
に
活
動
す
る

様
子
が
見
ら
れ
、秋
の
寒
さ
を
も
吹
き
飛
ば
す

盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

▲
▶
視
察
の
様
子

▲左から、佐々木鯖江市長、石田大垣市長
鈴木財務大臣、棚橋衆議院議員、岡部町長

▲左から大西議長、金尾水資源機構理事長、
岡部町長、所県議会議員

▼坂内川上集会場

▲揖斐川健康広場

▲トンカチを使った自由工作の様子
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秋
の
叙
勲
伝
達

　

11
月
30
日（
火
）、
瑞ず

い

宝ほ
う

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

を
受
章

さ
れ
た
、
近ち

か

岡お
か

春は
る

幸ゆ
き

さ
ん
に
対
し
岡
部
町
長

よ
り
叙
勲
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
岡
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
に
旧
坂
内
村

消
防
団
に
入
団
、
分
団
長
と
し
て
町
村
合
併

を
経
て
、
平
成
24
年
か
ら
は
副
団
長
と
し
て

平
成
27
年
ま
で
38
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

地
域
消
防
や
防
災
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
地
域

住
民
の
生
命
財
産
を
守
り
、
消
防
団
発
展
の

た
め
献
身
的
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

岐
阜
総
合
学
園
高
校
書
道
部
に
書
道

作
品
を
制
作
い
た
だ
き
ま
し
た

　

10
月
17
日（
日
）に
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
た
「
こ
い
や
ー
か
す
が
ま
つ
り
」
内
で
、

岐
阜
総
合
学
園
高
校
書
道
部
に
よ
る
書
道
の

披
露
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
開
催
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

祭
り
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
披
露

さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
書
道
を
、
改
め
て

披
露
し
て
い
た
だ
け
る
運
び
と
な
り
、
11
月

30
日（
火
）、
岐
阜
総
合
学
園
高
校
に
お
い

て
、
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
合
唱
部
の「
君
が
代
」斉
唱
に
合
せ

て
、
書
道
部
が「
さ
ざ
れ
石
」を
題
材
に
し
た

書
道
を
披
露
し
、
こ
れ
を
見
た
岡
部
町
長
は

「
大
変
す
ば
ら
し
い
披
露
で
し
た
。
町
全
体

で
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
で
、

外
部
の
方
と
こ
う
し
て
か
か
わ
り
が
持
て
る

の
は
喜
ば
し
い
こ
と
。
今
後
も
校
外
活
動
の

場
と
し
て
揖
斐
川
町
と
交
流
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

制
作
さ
れ
た
書
道
作
品
は
揖
斐
川
町
役
場

１
階
の
ロ
ビ
ー
に
掲
示
さ
れ
ま
す
。

令
和
３
年
度
納
税
功
労
表
彰

　

令
和
3
年
度
納
税
功
労
表
彰
に
お
い
て
、

大
垣
地
方
税
務
推
進
協
議
会
長
表
彰
を
町
内

在
住
の
お
ふ
た
り
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

納
税
功
労
表
彰
は
、
申
告
、
納
税
団
体
の

活
動
を
通
じ
て
、
申
告
納
税
制
度
の
普
及

発
展
と
税
知
識
の
普
及
に
努
め
ら
れ
、
納
税

思
想
の
高
揚
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
、
受
彰
者
に
は
、
大
垣
税
務

署
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

牧
村
　
厚
志　
さ
ん（
和
田
）

　

大
垣
税
務
署
管
内
青
色
申
告
会
連
合
会 

理
事

　

揖
斐
川
町
青
色
申
告
会 

会
長

服
部
　
裕
二　
さ
ん（
桂
）

　

一
般
社
団
法
人
大
垣
法
人
会 

理
事

　

青
年
部
会
長

令
和
３
年
度
税
に
関
す
る

作
品
入
選

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
合
わ
せ
て
募
集

さ
れ
た
税
に
関
す
る
作
品（
作
文
・
習
字
）

に
お
い
て
、
中
学
生
の
作
文
部
門
で
13
校

２
５
７
作
品
、
小
学
生
の
習
字
部
門
で
69
校

９
１
９
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
９
人
が

入
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
【
作
文
】

　
大
垣
地
方
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　
　

細ほ
そ　
野の　
稟り

ん

汰た

朗ろ
う 

さ
ん（
揖
斐
川
中
３
）

　
大
垣
地
方
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

金
賞

　
　

山や
ま　
田だ　
惇し

ゅ
ん　
介す

け 

さ
ん（
揖
斐
川
中
３
）

　
大
垣
地
方
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

銀
賞

　
　

中な
か　
村む

ら　
陸り

く　
人と 

さ
ん（
揖
斐
川
中
３
）

　
大
垣
地
方
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

銅
賞

　
　

中な
か　
田た　
朝あ

さ　
登と 

さ
ん（
揖
斐
川
中
３
）

　
大
垣
地
方
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

銅
賞

　
　

渡わ
た　
邉な

べ　
有あ

理り

沙さ 

さ
ん（
揖
斐
川
中
３
）

　
【
習
字
】

　
大
垣
地
方
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　
　

玉た
ま　
垣が

き　
奏そ

う

一い
ち

郎ろ
う 

さ
ん（
揖
斐
小
６
）

　
西
濃
県
税
事
務
所
長
賞

　
　

市い
ち　
田だ　
千ち　
尋ひ

ろ 

さ
ん（
清
水
小
６
）

　
大
垣
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

　
　

小こ　
森も

り　
菜な

な々

美み 

さ
ん（
揖
斐
小
５
）

　
中
日
新
聞
社
賞

　
　

牧ま
き　
村む

ら　
魁か

い　
士と 

さ
ん（
揖
斐
小
５
）

▲叙勲を受けた近岡春幸さん（右）

▲服部  裕二さん（右） ▲牧村  厚志さん（右）

▶
披
露
の
様
子

▶
岐
阜
総
合
学
園
高
校
書
道
部
・ 

　
合
唱
部
と
参
加
者
の
皆
さ
ん


